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「スポーツの価値を考えるポスター展」実施に向けた

ゼミナール活動報告

木村華織 *

1．はじめに

東海学園大学スポーツ健康科学部では、2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下、
2020 東京大会）組織委員会との大学連携協定締結以降、オリンピック・パラリンピック教育の推進に
取り組んできた。本学部の代表的な取り組みとして、2014 年から 2019 年まで計 6 回にわたり実施して
きた「とうがく競技祭」がある。このイベントは、オリンピズムへの理解や多様なスポーツの楽しみ方
やその価値について、知識学習および体験学習を通して学ぶことを目的に、毎年 300 人以上の学生を
対象に行われてきた学部規模でのオリパラ教育である（木村，2014，2016，2017）1），2），3）。その他にも、
学園祭やオープンキャンパスを利用したオリンピック・パラリンピックポスター展、名古屋ウイメンズ
ホイールチェアマラソンへのボランティア派遣などを通して、オリンピック・パラリンピックムーブメ
ントの推進に取り組んできた。

しなしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大により 2020 年、2021 年の「とうがく競技祭」は中
止を余儀なくされた。従来のような大規模なイベント型オリパラ教育の実践は断念せざるを得なかった
が、三好キャンパス図書館との連携事業として行ってきたポスター展については今年度も開催すること
ができた。そのため本稿では、ポスター展を目指して進められたゼミナール活動について報告する。

ところで、2020 東京大会の開催を前に、国内ではスポーツの社会に果たす役割や価値が強調される
ようになった。スポーツ庁は、第 2 期スポーツ基本計画「第 2 章：中長期的なスポーツ政策の基本方針」
において、「スポーツで人生が変わる」「スポーツで社会を変える」「スポーツで世界とつながる」「スポー
ツで未来を創る」という 4 つの観点からスポーツが貢献できる価値を掲げている（文部科学省，2017）4）。
学術分野においても日本学術会議が「科学的エビデンスに基づく『スポーツの価値』の普及の在り方」
に関する検討結果を報告している（日本学術会議，2020）5）。国際的にみれば、スポーツを通じて社会
問題を解決しようとする取り組みは、これまでも国際連合等を中心に進められてきた。「開発と平和の
ためのスポーツ」や「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ（SDGs）」もそのひとつである。スポー
ツを通じた青年教育と世界平和を目指したムーブメントは、オリンピズムという理念の基に国際オリン
ピック委員会（IOC）によって 100 年以上前に開始され、現在は「卓越」「友情」「敬意 / 尊重」をオリ
ンピックの中心的な価値として位置づけている。国際パラリンピック委員会においても、パラスポーツ
の推進を通してインクルーシブな世界を創出することを目指すとともに、「勇気」「強い意志」「インス
ピレーション」「公平」を価値に掲げている。このように、国内では 2020 東京大会を機に、国際的には
それよりも以前からスポーツのもつ社会的・教育的価値に着目した取り組みが展開されている。
「スポーツの価値」が国内で論じられるようになった今日にあって、体育・スポーツ系学部をもつ高

等教育機関には、スポーツの価値を認識し卒業後の社会生活において主体的に発信していくことのでき
る学生教育が求められている。従来、筆者のゼミナールで行ってきたポスター作りとポスター展は、オ
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リンピック・パラリンピックの基礎知識や歴史を紹介するに留まっており、スポーツの価値について学
生自らの経験や専門競技と関連づけて思考を巡らせ、学生自身の言葉として表現するには至っていな
かった。したがって、体育・スポーツ系学部にいる学生が、自らの専門競技の価値を改めて認識する必
要があるという問題意識から、従来のオリパラポスター展を「スポーツの価値を考えるポスター展」と
題して取り組むこととした。

以上、本稿では、オリンピック・パラリンピック教育（以下、オリパラ教育）の一環として実施した「ス
ポーツの価値を考えるポスター展」開催までの学習プロセスと学生たちから紡ぎ出されたスポーツの価
値について、ポスターの内容を中心に紹介する。本学習は、昨今重要視されているメタ認知教育につい
て、オリパラ教育やスポーツの価値教育を通じてその学習方法を見いだそうとする試みでもある。

2．ポスター作成までの学習プロセス

ポスター完成までの学習は、舛本（2012）が示すオリンピック教育のプロセス「知識学習：オリンピッ
クについて学ぶ」、「体験学習：オリンピックを通して学ぶ」、「実践学習：スポーツ実践の中でオリンピ
ズムを学び、身につける」に基づきながら、適宜アレンジを加えて行った。

オリパラ教育については、東京都教育委員会 6）、筑波大学オリンピック教育プラットフォーム
（CORE）7）、日本体育大学オリンピック・パラリンピックムーブメント全国展開事業（N-COPE）8）、
オリンピック・パラリンピック教育に関する有識者会議等 9）からいくつかの定義や方法が示されている。
いずれも、オリンピックやパラリンピックを題材にしながら、理念やスポーツの価値について理解し、
社会で求められる資質・能力等を育成していくという点については共通している。本ゼミナールでは、
学生たちがスポーツの価値を体験学習やグループ学習を通じて見いだすとともに、ポスター作りを通し
て言語化し、表現することに重きを置いた。

スポーツの価値を考えるきっかけとして、今回はラグビーを題材に用いることとした。その理由として、
1）ラグビーには「ノーサイドの精神」があること、2）ラグビー憲章に「5 つのコアバリュー」10）が示さ
れていること、3）日本国籍以外の選手が日本代表チームでプレーすることが認められているなど、その
資格が他競技とは大きく異なること 11）、4）オリンピアンから直接指導を受ける機会に恵まれたこと、が
あげられる。競技規則の中に独自の憲章を策定し、当該競技が人間形成に資する特徴を明確に示してい
る競技は、他にはみられない。ワールドラグビーでは、「品位」「情熱」「結束」「規律」「尊重」を「ラグビー
に関わる全ての人々に共有して欲しい価値観＝コアバリュー（World Rugby Value）」12）としている。

ポスター展示までの学習プロセスおよび学習内容は図 1 の通りである。

3．各学習プロセスにおける内容

（1）学習プロセス1：知識
はじめに、オリンピック・パラリンピックに関する基礎的知識の学習を行った。両大会の理念や歴史

を紹介し、競技大会の位置づけについて「両大会にはオリンピズム / パラリンピズムという理念があり、
理念を世界に具現していく社会運動をオリンピック / パラリンピック・ムーブメントといい、競技大会
は理念を普及するムーブメントのひとつであり、頂点である」と説明した。2 年次の体育史を受講して
いない学生の中には、オリンピック・パラリンピックを単なる競技大会と捉えている学生もいたことか
ら、上記の導入学習を行った。その後、各自のこれまでの経験や選手生活を振り返り、オリンピック・
パラリンピックの価値と共通するできごとについて発表した。

基礎的学習に続いて、ラグビーを題材に取り上げ学習を進めた。ここでは、ノーサイドの精神、5 つ
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の「コアバリュー」について学ぶとともに、日本代表選手や代表になるための資格を取り上げながら多
様性についてディスカッションを行った。多くの競技が日本代表資格のひとつに「日本国籍を取得して
いること」を定めている一方で、ラグビーは代表資格に国籍の定めを設けていない。外国籍を有する選
手が多くいるラグビー日本代表に対し「日本代表ではないのでは？」との疑問の声もあげられるが、本
当にそうであろうか。何をもって日本代表なのか、社会の中の一部としてスポーツを捉えた場合、ラグ
ビーからは何が見えるのだろうか。このように、ラグビーはスポーツを社会の縮図と捉え、興味深く議
論できる題材を多く含んでいるため、スポーツの価値を学ぶのに適切であると考え用いることとした。

知識学習の最後に、学生たちが取り組んできた専門競技について、その精神やバリューを競技団体の
ホームページや規程等から探し、ゼミナール内で報告した。日本サッカー協会においては「リスペクト
宣言」が出されており、リスペクトの本質を「常に全力を尽くしてプレーすること、それはフェアプレー
の原点であると」している。この宣言には、「フェアプレーとは」「JFA サッカー行動規範」「グリーンカー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．ポスター展までの学習プロセス
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ド制度」について示されていた。また、日本野球連盟は「日本野球連盟 基本理念」及び「社会人野球 
活動指針」を設けていた。バレーボール協会からは「バレーボール 2015 宣言」が出されており、「JAVA
はバレーボールの“つなぐ力”を育みます」とし、「つながり」をキーワードに人材を育成する方針を
示している。多くの競技団体で憲章や宣言が出されている状況は確認できたが、ラグビーのように競技
団体として明確に価値を打ち出している競技団体は今回の検討ではみられなかった。

（2）学習プロセス2：体験
体験学習は、実際にラグビーにチャレンジすることからスタートした。本時の講師である兼松由香氏

（2016 年リオデジャネイロ大会ラグビー女子セブンス日本代表）から、ラグビーのコアバリューの説明
とそれらのバリューがどのようなプレイ場面に関係してくるのかについて説明を受けた。その後、実際
にコアバリューを感じられる要素を盛り込んだ簡易ゲーム、タグラグビーが展開された。学生からは「コ
アバリューを意識するかしないかでプレーが変わってくる」という声があげられた。ラグビーにおいて
は、ゲーム中に選手が審判に対して抗議する場面はほとんどみられず、逆に審判の説明を聞いている選
手の姿を目にすることが多い。ラグビーの発展の道筋はもとより、こうしたバリューの存在がプレーの
質やプレー中の選手の態度自体を変えていくことを、体験およびオリンピアンの指導を通じてよりリア
ルに感じ取ることができた。

2 つめの体験学習として、中京大学スポーツミュージアムに出掛けた。ミュージアム見学では、1）
スポーツの光と影について展示を通して学ぶこと、2）ホンモノ（展示されている現物）とデジタルアー
カイブに触れること、3）ポスターを作成する際のヒントを得ること、を目的とした。ミュージアムに
は、スポーツの影を示す象徴として 1980 年モスクワオリンピックの金メダルが展示されている。この
大会は東西冷戦の影響により日本がボイコットした大会である。政治的影響によって多くの選手がオリ
ンピック出場への夢を絶たれた。学芸員によってこのメダルの意味が学生たちに説明され、今まで考え
ることのなかったスポーツの影の側面を学生たちに印象づけた。その他にも、オリンピック・パラリン
ピックに参加した選手、コーチ、関係者に与えられる「参加メダル」のこと、日本における女性スポー
ツの歴史などについて説明を受けた。その後は各自で観賞する時間とした。ミュージアムに準備されて
いるクイズに答える者、デジタルアーカイブにアクセスして当時の史料やグッズ、玩具に興味を示す者、
丁寧に展示をみて回る者、プロジェクターから流されていた「性の多様性」の VTR を食い入るように
みる者など、ミュージアムにある展示物が学生たちの興味関心を刺激しているようにみえ、90 分の見
学時間はあっという間に過ぎていった。

（3）学習プロセス3：グループ学習、ディスカッション
ここでは自らの考えを他者と共有し、考えの幅を広げ、互いに思考を深めていくことを目的に、グルー

プ学習、ディスカッションを中心に授業を展開した。ここからはポスター作成を前提に 4 つのグループ
に分かれて活動することとした。A・B グループはサッカーを専門とするグループ（3 人ずつ）、C グルー
プは野球（2 人）、D グループはバレーボール、水泳、テニスの混合グループ（3 人）である。これまで
の学習を踏まえた上で、グループ毎に自分たちの専門競技の価値について光と影の両側面から意見を出
し合った。次に、グループ内の意見を PowerPoint にまとめてゼミナール内で発表し、発表後は各グルー
プの内容について全員でディスカッションした。

詳細は後述するが、サッカーを専門とする 2 つのグループ間（A・B）でも両者が考えるサッカーの
価値には違いがあり、サッカーを専門としない学生たち（いわゆる外野）からあげられたサッカーの価
値もまた経験者が考えるものとは異なるなど、グループや個人の経験によって複数の価値が彼らの中か
ら見いだされている点が印象的であった。
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2021 年度は春学期の途中で緊急事態宣言が発出され、学内の活動レベルも引き上げられたため授業
形態が一定期間オンラインに変更になったことから、対面授業が再開されるまでの期間は Web オンラ
インツール Teams を利用した同時双方向型授業を行い、グループ学習には同ツールのブレイクアウト
ルームを使用した。

（4）学習プロセス4：表現 /創作
グループ内での意見集約、ゼミナールでのディスカッションを終え、いよいよポスター作りに取りか

かった。ここでの目的は、自らの考えを他者に伝わる言葉にして表現することであった。ポスターを構
成するコンテンツとして、次の 3 点を含めるよう指示した。取り上げた競技の「価値」と「負の側面」、
さらに「その価値は社会生活にどういかせるのか」である。ポスターは PowerPoint で作成し、スライ
ド 1 枚に収めるようにした。

このプロセスで学生たちが苦労したのは、1）考えたことを言語化すること、2）それぞれの価値を社
会と結びつけて考えること、であった。グループ発表においてある程度は説明できていたものの、いざ
限られた紙面の中で説明しようとするとなかなか進まない。このプロセスは、自分の知識や考えを他者
に伝わる言葉に変換する手法を身につける上で重要になる。また、ポスターという特性上、閲覧者の視
覚にアピールすることも必要になるため、短い言葉で伝えたいことを表現すること、閲覧者にとって見
やすいこと、興味を引きつける構成になっていることが求められる。これらは自分自身の思いや考えを
鮮明にするとともに、相手の立場に立って物事を創り上げていくことに繫がる。自らの考えや調べたこ
とを PowerPoint にまとめプレゼンテーションする授業は多くみられるが、自らの考えを限られた字数
の中で他者に伝わる言葉に変換して伝える学習活動として、ポスター作りは有効な学習手段である。

4．ポスターの内容

以降では、本ゼミナール 3 年生が作成した 4
枚のポスターについてみていきたい。先述の 3 つ
のコンテンツを含めること以外は各グループに任
されているため、デザインや表現方法は様々で
あった。各グループで紡ぎ出した「価値」「負の
側面」「社会との繋がり」について、ポスターの
内容を取り上げながら紹介する。

（1） サッカーA：「サッカーは、人生のミニチェ
ア！？」

タイトルからも分かるようにこのグループで
は、サッカーを通して体験するできごとを人生
の縮小版のように捉えてポスターを作成してい
た。価値には、「国際交流」「思いやり」「チャ
レンジ」をあげている。幼少期からサッカーを
していた学生たちは、子どもの頃に外国人の
子どもたちとの交流試合を行っており、その中
で言葉が通じなくとも意思疎通が図れた経験を
していた。また、「思いやり」と「チャレンジ」

•
•
•

•

•
•

•
•
•

…
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の 2 つの価値は対になっているという。彼らは、サッカーはミスが許されるスポーツだと述べており、
その真意を聞くと「自分がミスをしても常に誰かがカバーしてくれるため、ミスを恐れることなくチャ
レンジできるし、仲間のチャレンジをカバーするのもまた当然のこと」だとしていた。一方で、「誰か
がやるだろう」という気持ちが出てしまい、一人一人の責任感が薄れてしまうという負の側面も指摘し
ていた。

サッカー A グループが見いだしたサッカーの 3 つの価値は、社会で生きていくための力に変換でき
ると述べている。国際交流では、小さな頃から異文化に触れることで他人への偏見をなくすることがで
き、他人の意見を尊重する力が身につくという。思いやりは、仲間のために走ることやミスを取り返す
ことは、社会に出たときに誰かのために動くことや誰かの失敗をみんなで取り返す（フォローする）こ
とに繫がる。チャレンジについては、サッカーで身につけた失敗を恐れない前向きな思考は、社会に出
たときにも失敗を恐れずに積極的に活動することに繫がる。そして、サッカーは自分の捉え方次第で自
分を成長させてくれるものであり、サッカーの価値が自分の価値を高めることに繫がるとまとめていた。

（2） サッカーB：「あなたはスポーツのどこに価値を感じますか？」
非常にデザイン性に富んだポスターを作成し

たのが、サッカー B グループである。このポス
ターを作成した3人は、1人が現役サッカー選手、
2 人目はサッカーを辞めて大学からフットサル
を始めた選手、3 人目は高校でサッカーを辞め
て現在は選手としての活動はしていない学生で
あり、三者三様のサッカーとの関わり方をして
いるグループである。ポスターの上部に 3 人の
サッカーへの想いとそれぞれがサッカーを通し
て得てきたものが記されている。

現役サッカー選手は、サッカーはあまり好き
ではなく、サッカーに対する情熱も冷めている
とする一方で、未だ続けている理由は、進学す
る度にそこに新たな仲間がいること、そしてそ
の輪が次々に広がることにあるという。2 人目
のフットサル選手は、高校時代にサッカーに関
わることで悩み、大学では新たな競技にチャレ
ンジし今に至っている。しかし、思い悩んだ高
校時代の経験と多くの人との出会いが、現在の
自分の人生の基盤になっているという。3 人目は高校時代に強豪校でサッカーをしていたが、現在は選
手としての活動はせずに保健体育教員になることを目指している。サッカーは社会で生きるために必要
なことを教えてくれ、今はサッカーが自分の原動力になっていると記している。

このポスターでは、「サッカーにおける光と影」と題して 4 つの事柄をあげ、光（価値）と影（負の側面）
の両面を説明している。「サッカーは周りを巻き込んでいける」「プレー中に抗議すること」「サッカー
を教育で用いること」「年代、性別、環境の差」の 4 つである。「プレー中に抗議すること」は先に見た
ラグビーにおいては良い行為とはされない態度であるが、彼らはプレー中の抗議を自分の意見をもって
それを人に伝えようとするという点で社会に出たときにいかせる能力であるとしている。その反面、相
手の気持ちを尊重せずに自分の意見だけを押し通す自己中心的な人になってしまう危険性もあると述べ

10
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ている。「年代、性別、環境の差」については、女子選手はプロ選手であっても生活をするのもままな
らない現実など、多くの面で未だ格差が存在していることを問題視している。

サッカーと社会との繋がりについては、サッカーの現実的な課題［負の側面］を指摘しつつ、サッカー
のもつ特徴や価値をいかにして良い方向に転換していくのかという点について、彼らなりの見解が書か
れている。以下に引用しておきたい。

サッカーと社会の繋がりを考えてみた時に経済、人との関わり、お金、国同士のつながりなど多くのものが
あると思う。そのものには必ず「光の部分」と「影の部分」が存在しており、多くのものは「光の部分」だ
けが目立ち、「影の部分」は全くと言っていいほど見えない。サッカーは影の部分に負の要素が沢山ある。
人種差別やラフプレー、誹謗中傷、集団での反社会的行為。これはトップ選手だけでなく育成年代のカテゴ
リーにも言えることである。また、サッカーはサポーターや監督、コーチなど関わる人たち全てが影響を与
える存在だ。では、どうすればもっと魅力的なスポーツになるのか。それはサッカーというスポーツの特徴
である集団という組織を使いながら、あらゆる個々を組み合わせていき、一人一人が価値を見出そうとする
ことだと考える。サッカーというスポーツは自分のライフスタイルにより大きく変化し、立場もサッカーに
対する考え方も全員が同じではない。個々で感じる価値をサッカーに還元する。それを集団でやり大きなも
のとしていく。全員がサッカーに対する考え方をいつもより少し変えるだけで、サッカーというスポーツが
もっと輝くのではないかと私たちは強く思う。

（3）野球：「野球の価値・魅力」
このポスターは大学野球部で活動していた学生

が作成したものである。野球の価値・魅力を「結
束力」「攻守で道具が違う」「個人の要素が強い」
にまとめている。他の競技と大きく異なる点とし
て「攻守で道具が違う」ことをあげ、これにより
自分の長所と短所が分かりやすく、自分と向き合
わせてくれるという。「結束力」では協調性が身
につくことをあげた一方で、「個人の要素が強い」
ことを価値にあげ、勝負や瞬間の判断を要する場
面が多くあるため、判断力や自分で考える力が身
につくとしている。野球の持つ負の側面として、

「松井秀喜 5 打席連続敬遠！？」をあげている。
「敬遠」という戦略によって見事勝利を収めたチー
ムがある一方で、松井選手はこの試合のすべての
打席を敬遠され、また敬遠したチームに対しては
スタンドから物が投げ込まれ、それを負けたチー
ムの選手たちが拾うという一幕があった。敬遠は
ルール違反でもなく、勝利するための戦略ではあ
るものの、この一幕は野球の価値や魅力とは裏腹
な状況が生じてしまった場面といえよう。この敬
遠に対しては「戦略を徹底し、最善を尽くしてい
る」「挑戦することも必要である」など賛否が分かれていた。「この敬遠が正しいのか、そうでないのか
は自分たちには分からないが、いずれも社会において生じてくること」であるだろうとまとめていた。
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（4）テニス・バレーボール・水泳：「多種目から見たスポーツの社会的価値」
このグループは、専門競技の異なる 3 人によって構成されたグループである。互いの競技についてディ

スカッションする中で、これまで気がつかなかった専門競技の価値について気づく機会となったようだ。
それぞれの価値と負の側面についてみてみよう。テニスは個人競技であるが故に、競技をすることで自
分を見つめ直すことができ、プレッシャーにも耐えうる精神力を身につけられる。一方で、自分一人で何
でもするという意識が強く、他人に相談することが逃げや甘えであるかのように捉えてしまうという。バ
レーボールでは、ボールを繋ぐことはコミュニケーションでもあり心を繋ぐことを可能にする、またサー
ブ、レシーブ、ブロックなどひとつのプレーを極めることで輝くことができる点に価値があるという。そ
の反面、高身長という自分では解決できない体格による格差があることや旧態依然の固定概念に囚われ
た雰囲気があると述べている。水泳については、タイムで自分の頑張りや立ち位置が分かるため、努力
することの大切さを実感したり、自分を見つめ直したりする力を養えるという。一方で、プールという施
設が必要となることから、インフラが整った裕福な地域でしか行うことができない点や肌の露出による差
別が増えることを負の側面としてあげていた。

それぞれの価値が社会でどのように生かされ
るのかについてテニスでは、自分に向き合うス
ポーツであるため自分で苦手な部分を理解し、
カバーすることができる。バレーボールでは、
ポジションの役割がはっきりしているスポーツ
であるため、社会に出ても自分の立場や役割、
自分の個性を理解して力を発揮することができ
る。水泳は個人競技であり水中という特殊な環
境が故に、精神面が強化されていることから大
変な状況にあっても強い精神力で乗り越えられ
ると、それぞれの見解を述べている。3 競技を
比べると個人競技からは、自分と向き合う、自
分を見つめることができる競技としての特性が
あげられ、集団競技であるバレーボールからは、
集団の中でどう自分の力を発揮するかなど、周
りと協働する中で力を発揮していくことに価値
を感じていることが読み取れた。

5．スポーツの価値を考えるポスター展

ポスター展は、2021 年 7 月 18 日と 8 月 8 日に開催された本学オープンキャンパスにて実施した。ポ
スター展は、三好キャンパス図書館との連携事業として開催し、学生が作成したポスターの内容に併せ
て書籍を選定してもらい、展示した。新型コロナウイルス感染症対策もあり、オープンキャンパスへの
来場はすべて予約制となったため、例年よりも少ない来場者となった。多くの人の目に触れる機会をつ
くることはできなかったが、これまでの卒業生のポスターと併せて展示することなど、これまで以上に
内容としては充実した展示であったといえる。

•

•

•

•

•

•
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6．おわりに

本稿では、オリンピック・パラリンピック教育の一環としてゼミナールで行った「スポーツの価値を
考えるポスター展」開催までの学習プロセスと学生たちから紡ぎ出されたスポーツの価値について、ポ
スターの内容を中心に紹介した。

ポスターの作成過程で行ったプレゼンテーションやディスカッションは、自分の専門競技が他者から
どう見られているのかを知り、これまで気がつかなかった競技の価値や負の側面にも気づく機会となっ
ていた。また、それぞれの競技の価値を社会と結びつけて考えるという課題にはやや苦慮したようであっ
たが、ポスターに記された「サッカーを通して得られた価値は、人生を生きぬく力として生かすことが
できる。（中略）サッカーは個人の人間的成長との関わりが深いと感じた」、「サッカーが自分の人生の
基盤になっている」、「今まで考えることのなかった野球の価値や負の面を考え深掘りすることで、野球
というスポーツの見え方が変わり、一選手としてまたこれから指導者になるために考え方を見つめ直す
機会になった」、「今回のポスター作りを通して、（スポーツの価値を）具体的にどう社会にいかせるか
を考えることができた」などのコメントからは、「スポーツと人生」「スポーツと社会」「スポーツの価
値」「スポーツの影」など、少なくとも今まで考えることのなかった視点から、自らの専門競技やスポー
ツについて振り返り、考えを巡らせたといえるのではないだろうか。

他方、学生たちからは「思っていることはたくさんあるのに、うまく言葉にして表現することができ
なかった」という声があげられ、伝えたいことが十分にポスターに表現できていない様子もうかがえた。
今後の学習においては、自らの考えを言語化し、文字に表現するという学習プロセスを加えることが、
学習を展開していく上での課題としてあげられる。

スポーツが単なる娯楽を超えた社会変革のツールとして捉えられる一方で、それを理解している体育・

写真．ポスター展の様子（東海学園大学三好キャンパス 4 号館ロビーにて、撮影：木村）
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スポーツ系学部の学生は少ない。競技としてのスポーツ、娯楽としてのスポーツだけでなく、教育や社
会で用いることのできるツールとしてのスポーツの価値に関する理解を広げることが、スポーツを単な
る「遊び」で終わらせないためには不可欠である。スポーツの価値や 2020 東京大会レガシーが問われ
る昨今、専門学部によるスポーツの価値教育は喫緊の課題であろう。

最後に、学生たちが作成したポスターにみる学習成果からは、体育・スポーツ系学部におけるメタ認
知教育のひとつの方法として、本稿で取り上げたオリパラ教育やそこでのスポーツの価値教育が有効に
機能する可能性が見いだされた。コロナ禍が収まった際には、学生同士のポスターセッションに発展さ
せることやポスターを閲覧した来場者へのアンケートも加えながら教育実践研究として深化させていき
たい。
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